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７
月
19
日
、
山
口
市
に
お
い

て
山
口
県
海
上
自
衛
隊
（
岩
国

航
空
基
地
、
小
月
教
育
航
空
群
、

下
関
基
地
隊
）
、
山
口
県
自
衛

隊
家
族
会
、
山
口
県
隊
友
会
の

５
団
体
に
よ
る
「
隊
員
家
族
支

援
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
協

定
」
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
式
典
で
は
、
５
団
体
の

代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
協
定

書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
国
航
空
基
地
、
小

月
教
育
航
空
群
、
下
関
基
地
隊

を
代
表
す
る
各
自
衛
隊
の
幹
部

と
、
山
口
県
自
衛
隊
家
族
会
、

山
口
県
隊
友
会
の
代
表
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
こ
の
協
定

の
意
義
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

山
口
県
自
衛
隊
家
族
会
の
和

田
会
長
は
「
こ
の
協
定
締
結
を

通
じ
て
、
隊
員
が
後
顧
の
憂
い

無
く
勤
務
に
励
め
る
よ
う
家
族

支
援
の
充
実
に
一
層
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
、
各
種
訓
練
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
家
族
同
士
の

交
流
を
深
め
、
地
域
社
会
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
」
こ
と

の
必
要
性
を
示
し
ま
し
た
。
今

県県
内内
自自
衛衛
隊隊
基基
地地
とと
家家
族族
支支
援援
協協
定定
をを
締締
結結

新新
協協
定定
でで
隊隊
員員
家家
族族
へへ
のの
支支
援援
体体
制制
強強
化化

山口県

▽
９
月
号
は
、
令
和
６
年
防
衛

白
書
、
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
自
衛
隊
体
育
学
校

選
手
の
活
躍
な
ど
を
伝
え
て
い

ま
す
。
▽
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
選
手
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、

１
面
、
８
面
に
記
述
し
て
い
ま

す
。
選
手
た
ち
の
活
躍
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
▽
３
面
の
防
衛
白
書
で

は
、
わ
が
国
は
、
戦
後
最
も
厳

し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に

直
面
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
同
志

国
と
の
連
携
強
化
に
も
触
れ
て

い
ま
す
。
▽
３
面
の
国
内
外
情

勢
。
地
味
な
コ
ー
ナ
ー
で
、
記

事
の
取
捨
選
択
に
迷
い
ま
す
が
、

内
外
の
出
来
事
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
「
も
し
ト
ラ
」

「
も
し
ハ
リ
」
、
そ
し
て
岸
田

首
相
の
総
裁
選
へ
の
不
出
馬
。

結
果
な
の
か
萌
芽
な
の
か
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
思
い
は
巡
り

ま
す
。
▽
こ
の
秋
、
新
指
導
者

た
ち
を
迎
え
て
日
米
関
係
は
新

た
な
展
開
を
迎
え
そ
う
で
す
。

回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
山
口

県
自
衛
隊
家
族
会
は
県
内
に
存

在
す
る
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自

衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
の
全
て
の

基
地
と
正
式
に
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
に
な
り
、
山
口
県
内
の
自

衛
隊
員
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
体
制
は
大
き
く
前
進
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
自
衛
隊

が
協
力
し
合
い
、
国
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
が
作
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
山
口
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

和
田

和
年
）

つつななぐぐ

隊隊員員とと 家家族族会会
家家族族をを

陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊

常
に
全
力
で
日
々
努
力
し
ま
す
。

難
波

勇
多

千
葉
県
大
網
白
里
市

同
期
と
元
気
に
楽
し
く
や
っ
て
る
よ
、
早
く
一
人
前
に
な
る
！

福
士

千
夏

青
森
県
黒
石
市

信
頼
で
き
る
仲
間
と
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

石
丸

和
佳

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

周
囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
日
々
訓
練
に
励
み
ま
す
。

星
野

綾
奈

愛
知
県
西
尾
市

同
期
と
助
け
合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

大
野

涼
香

大
阪
府
堺
市

海海
上上
自自
衛衛
隊隊

南
極
に
行
く
夢
を
追
い
か
け
て
頑
張
り
ま
す
。

川
西

優
輝

岡
山
県
玉
野
市

両
親
の
よ
う
な
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
で
す
。

西
山

蒼
空

神
奈
川
県
綾
瀬
市

規
則
正
し
い
生
活
に
慣
れ
た
か
も
。
意
外
に
自
分
に
合
っ
て
る
。
上

井

颯

広
島
県
広
島
市

毎
日
が
忙
し
い
で
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

今
西

哲
平

新
潟
県
新
潟
市

日
々
の
訓
練
で
、
確
実
に
自
分
が
成
長
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
南
野
小
日
奈

大
阪
府
大
阪
市

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

人
と
し
て
、
自
衛
官
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
！

荒
川

久
遠

福
岡
県
宮
若
市

泰
然
自
若
、
強
い
自
衛
官
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

寺
澤

弦
輝

広
島
県
広
島
市

良
き
仲
間
と
精
進
し
濃
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

鵜
口

苺
音

愛
知
県
岡
崎
市

同
期
と
一
緒
に
訓
練
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
！

石
川

晴
南

宮
城
県
東
松
島
市

常
に
家
族
を
思
い
、
同
期
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小
川

健
太

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

教教
育育
隊隊
学学
生生
かか
らら
のの
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ

お
や
ば
と
で
は
今
年
も
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
教
育
機

関
に
入
校
中
の
学
生
の
声
を
集
め
ま
し
た
。
新
し
い
環
境

で
同
期
と
訓
練
に
取
り
組
む
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

き
ま
し
た
。
家
族
を
思
う
気
持
ち
に
も
心
打
た
れ
ま
す
。

５団体による支援協力締結

６
月
29
日
、
奈
良
市
内
に
お

い
て
奈
良
県
自
衛
隊
家
族
会
の

第
48
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

39
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
の
規
約
改
正
に
よ

り
、
総
会
構
成
を
代
議
員
制
か

ら
会
員
制
に
変
更
し
、
ま
た
、

今
年
は
初
め
て
土
曜
日
に
開
催

す
る
こ
と
で
、
参
加
機
会
を
拡

大
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
会
員
間
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
指
揮
官

奈良県

全
国
的
に
厳
し
い
募
集
状
況

が
続
く
中
、
大
分
市
稙
田
地
区

会
は
７
月
28
日
に
、
大
分
地
方

協
力
本
部
大
分
募
集
案
内
所

（
所
長
・
松
本
健
１
等
陸
尉
）

が
実
施
す
る
広
報
行
事
に
協
力

し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
活
動
は
、
毎
年
大

分
市
稙
田
で
開
催
さ
れ
る
「
火

群
れ
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
初

め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

家
族
会
員
は
制
服
を
着
た
広

報
官
と
共
に
参
加
し
、
地
域
住

民
に
親
近
感
を
与
え
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
年
齢
層
の
方
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
子

供
連
れ
の
方
々
が
訪
れ
、
配
布

物
を
興
味
深
く
受
け
取
っ
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
中
に
は
「
災
害
派
遣
ご

苦
労
さ
ま
で
す
」
や
「
自
衛
官

に
興
味
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
の

声
も
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
家
族
会
員
ら
は
、

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
募
集
広

報
に
貢
献
で
き
た
こ
と
に
加
え
、

家
族
会
の
活
動
を
広
め
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。今

後
も
同
様
の
広
報
活
動
に

協
力
し
、
少
し
で
も
受
験
者
や

入
隊
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
稙
田
地
区会

長

大
城

伸
吉
）

６
月
23
日
、
神
奈
川
県
自
衛

隊
家
族
会
横
浜
中
央
地
区
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
神
奈

川
地
方
協
力
本
部
横
浜
中
央
募

集
案
内
所
（
所
長
・
狩
野
圭
２

等
陸
尉
）
が
そ
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

横
浜
中
央
地
区
会
は
、
自
衛

隊
員
の
家
族
同
士
が
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る

組
織
で
あ
り
、
総
会
で
は
前
年

度
の
主
要
事
業
の
成
果
報
告
や

横 浜
（神奈川県）

当
会
は
６
月
に
福
井
市
で
、

７
月
に
越
前
市
で
開
催
さ
れ
た

自
衛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
に
併
せ
て
、

地
元
支
部
・
地
区
会
と
共
に
激

励
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
22
日
、
福
井
市
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
で
、
福

井
地
方
協
力
本
部
創
立
70
周
年

記
念
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
in
ふ
く
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
出
演
は
、
陸
自
第
10
音

楽
隊
（
隊
長
・
山
田
牧
人
１
等

陸
尉
）
で
す
。
こ
の
音
楽
隊
は
、

令
和
６
年
２
月
に
も
鯖
江
市
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
県
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
記
念

事
業
と
い
う
こ
と
で
、
通
常
１

日
１
回
の
公
演
が
２
回
行
わ
れ
、

総
入
場
者
数
は
２
３
０
０
人
に

達
し
ま
し
た
。

家
族
会
か
ら
は
、
２
回
の
公

演
に
合
わ
せ
て
１
４
０
人
の
会

員
が
駆
け
付
け
、
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
第

10
音
楽
隊
の
華
麗
な
演
奏
に
魅

了
さ
れ
た
ほ
か
、
福
井
地
本
の

特
別
企
画
「
自
衛
官
の
１
日
」

を
紹
介
す
る
ら
っ
ぱ
吹
奏
の
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
も
楽
し
み
ま
し
た
。

家
族
会
は
、
自
衛
隊
グ
ッ
ズ

販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
に
人
気
の
品
々
を
販

売
し
、
来
場
者
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

７
月
６
日
、
越
前
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
in
越
前
」
が
地
元
事
業

団
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
陸
自
中
部
方
面
音
楽
隊

（
隊
長
・
伊
東
札
記
２
等
陸
佐
）

で
す
。
越
前
市
で
の
自
衛
隊

コ
ン
サ
ー
ト
は
珍
し
く
、
市

民
の
関
心
も
高
か
っ
た
た
め
、

１
０
０
０
人
の
観
客
で
会
場

は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

第
２
部
で
は
楽
器
紹
介
や
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
、

照
明
効
果
と
相
ま
っ
て
活
気

あ
ふ
れ
る
演
奏
会
と
な
り
ま

横横
浜浜
中中
央央
地地
区区
会会
定定
期期
総総
会会
のの
開開
催催
をを
支支
援援

案案
内内
所所
、、
自自
衛衛
隊隊
家家
族族
会会
とと
連連
携携
強強
化化
へへ

高高
谷谷
大大
地地
１１
等等
陸陸
尉尉

レ
ス
リ
ン
グ
で
は
、
高
谷
大
地
１

等
陸
尉
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
74
kg
級

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ
の
実
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

予
選
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
決
勝
に
至
る

ま
で
、
高
谷
１
尉
は
そ
の
冷
静
な
判

断
力
と
圧
倒
的
な
技
術
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ラ

ザ
ン
ベ
ク
・
サ
ラ
ム
ベ
コ
ビ
ッ
チ
・

ジ
ャ
マ
ロ
フ
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

結
果
は
僅
差
で
の
敗
北
。

し
か
し
そ
の
健
闘
ぶ
り
は
日
本
の

み
な
ら
ず
、
国
際
社
会
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

新新
添添
左左
季季
２２
等等
陸陸
尉尉

柔
道
で
は
、
新
添
左
季
２
等
陸
尉

が
混
合
団
体
戦
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

新
添
２
尉
は
、
個
人
戦
で
惜
し
く

も
メ
ダ
ル
に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

団
体
戦
で
は
そ
の
実
力
を
存
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。
特
に
セ
ル
ビ
ア
戦
や

ド
イ
ツ
戦
で
は
、
冷
静
な
技
の
組
み

立
て
と
力
強
い
投
げ
技
で
勝
利
を
収

め
、
日
本
チ
ー
ム
を
銀
メ
ダ
ル
へ
と

導
き
ま
し
た
。

佐佐
藤藤
大大
宗宗
２２
等等
海海
曹曹

近
代
五
種
で
は
、
佐
藤
大
宗
２
等

海
曹
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本

人
と
し
て
初
め
て
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

佐
藤
２
曹
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、

馬
術
、
水
泳
、
射
撃
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
競
技
で
、

そ
の
多
才
さ
と
忍
耐
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。

特
に
最
終
競
技
の
レ
ー
ザ
ー
ラ
ン

で
は
、
驚
異
的
な
逆
転
劇
を
演
じ
、

観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

石石
黒黒
隼隼
士士
２２
等等
陸陸
曹曹

石
黒
隼
士
２
等
陸
曹
は
レ
ス
リ
ン

グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
86
kg
級
に
出
場

し
、
初
戦
に
お
い
て
11
―
０
で
勝
利

し
ま
し
た
。

準
々
決
勝
で
は
ア
メ
リ
カ
の
選
手

に
11
―
１
で
敗
れ
、
敗
者
復
活
戦
へ

の
進
出
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
相
手

選
手
が
準
決
勝
で
敗
退
し
た
た
め
進

出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

蝦蝦
名名
愛愛
梨梨
２２
等等
陸陸
曹曹

あ

い

り

蝦
名
愛
梨
２
等
陸
曹
は
、
オ
ー
プ

ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
女
子
10

km
に
出
場
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
か
ら

同
競
技
に
出
場
す
る
の
は
初
め
て
で
、

セ
ー
ヌ
川
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ス
を

６
周
し
ま
し
た
。

蝦
名
２
曹
は
序
盤
は
17
位
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
順
位
を

上
げ
、
一
時
は
３
位
ま
で
浮
上
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
13
位
で

ゴ
ー
ル
し
、
記
録
は
２
時
間
６
分
17

秒
７
で
し
た
。

内内
田田
美美
咲咲
３３
等等
陸陸
曹曹

内
田
美
咲
３
等
陸
曹
は
近
代
五
種

女
子
部
門
で
健
闘
し
、
準
決
勝
で
グ

ル
ー
プ
12
位
を
記
録
し
ま
し
た
。

彼
女
の
挑
戦
は
、
日
本
の
近
代
五

種
競
技
の
未
来
に
対
す
る
期
待
を
さ

ら
に
高
め
る
結
果
と
な
り
、
今
後
の

発
展
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

梶梶
木木
真真
凜凜
３３
等等
陸陸
曹曹

梶
木
真
凜
３
等
陸
曹
が
所
属
す
る

日
本
女
子
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

は
、
パ
リ
五
輪
で
予
選
リ
ー
グ
を
1

勝
２
敗
で
通
過
し
、
９
位
か
ら
12
位

を
決
め
る
順
位
決
定
戦
に
進
出
し
ま

し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
と
の
初
戦
で
は
、
梶

木
３
曹
の
２
連
続
ト
ラ
イ
で
逆
転
し

15
―
12
で
勝
利
。
続
く
試
合
で
ブ
ラ

ジ
ル
を
38
―
７
で
下
し
、
９
位
と
な

り
ま
し
た
。

梶
木
３
曹
は
東
京
五
輪
に
続
き
今

大
会
も
全
試
合
に
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し

て
出
場
し
、
チ
ー
ム
最
多
の
５
ト
ラ

イ
25
得
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

終終
わわ
りり
にに

各
選
手
の
活
躍
に
よ
り
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
自
衛
隊
の
存
在

感
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
今
後
の
活
躍

に
も
一
層
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

（（
編編
集集
局局
））

７
月
22
日
、
陸
自
宇
都
宮
駐

屯
地
で
「
第
22
次
派
遣
海
賊
対

処
行
動
支
援
隊
（
警
衛
隊
）
」

の
見
送
り
行
事
が
行
わ
れ
、
栃

木
県
自
衛
隊
家
族
会
の
古
橋
会

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

見
送
り
に
先
立
ち
、
隊
員
た

ち
は
堀
口
中
即
連
隊
長
の
配
慮

で
、
警
衛
隊
長
お
よ
び
先
任
上

級
曹
長
と
懇
談
の
機
会
を
得
ま

し
た
。

猛
暑
日
の
中
、
現
地
ジ
ブ
チ

の
厳
し
い
気
候
が
話
題
と
な
り
、

50
℃
に
達
す
る
気
温
で
も
湿
度

が
低
い
た
め
、
日
本
よ
り
は
過

ご
し
や
す
い
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
古
橋
会
長
は
、
６
カ
月
に

わ
た
る
過
酷
な
任
務
に
備
え
、

健
康
を
願
う
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
隊
朝
礼
場
で
出

国
行
事
が
執
り
行
わ
れ
、
連
隊

長
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
例
え
、

「
日
の
丸
を
背
負
う
誇
り
を
胸

に
、
任
務
を
全
う
せ
よ
」
と
訓

示
。
整
列
し
た
隊
員
た
ち
は
、

誇
り
高
く
任
務
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

見
送
り
の
列
が
駐
屯
地
内
に

続
く
中
、
隊
員
た
ち
は
家
族
や

仲
間
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
元
気

に
出
発
。

中
で
も
母
子
３
人
の
家
族
の

姿
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。
お

兄
ち
ゃ
ん
が
「
お
父
さ
ん
、
行

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
敬
礼
し
、

弟
が
涙
な
が
ら
に
手
を
振
る
光

景
に
、
多
く
の
参
加
者
が
胸
を

打
た
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隊
員
た
ち
は
成
田

空
港
へ
移
動
し
、
夜
に
は
出
国
。

６
カ
月
の
任
務
に
向
け
、
旅
立

ち
ま
し
た
。

（
栃
木
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

古
橋

一
男
）

第第
2222
次次
派派
遣遣
支支
援援
隊隊
、、
宇宇
都都
宮宮
駐駐
屯屯
地地
をを
出出
発発

家家
族族
にに
見見
送送
らら
れれ
、、
６６
カカ
月月
間間
のの
任任
務務
へへ

栃木県

お父さんを涙で見送る弟

７
月
24
日
、
航
空
自
衛
隊
入

間
基
地
（
基
地
司
令
・
佐
藤
網

夫
空
将
補
）
で
恒
例
の
基
地
納

涼
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入

間
市
自
衛
隊
家
族
会
の
有
志
４

人
は
、
会
場
内
の
埼
玉
地
方
協

力
本
部
の
広
報
ブ
ー
ス
で
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。

当
日
は
昼
過
ぎ
に
激
し
い
雷

雨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夕
方
に

は
天
候
が
回
復
し
、
開
門
と
同

時
に
多
く
の
家
族
連
れ
が
入
場

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
入
間

修
武
太
鼓
や
松
本
ア
ル
プ
ス
太

鼓
な
ど
の
自
衛
太
鼓
の
競
演
や
、

協
力
団
体
と
基
地
隊
員
が
参
加

す
る
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

自
衛
隊
家
族
会
の
会
員
た
ち

は
、
広
報
ブ
ー
ス
前
を
通
る
家

族
連
れ
に
気
さ
く
に
声
を
か
け

た
り
、
募
集
対
象
者
と
思

わ
れ
る
人
々
を
優
し
く
ブ

ー
ス
へ
誘
導
し
て
、
募
集

広
報
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ま
た
、
納
涼
祭
の
最

後
に
行
わ
れ
た
打
ち
上
げ

花
火
で
は
、
準
備
さ
れ
た

観
覧
席
エ
リ
ア
に
移
動
し
、
入

隊
希
望
者
（
募
集
説
明
会
応
募

者
）
た
ち
の
花
火
観
覧
を
手
助

け
し
ま
し
た
。

入
間
市
自
衛
隊
家
族
会
の
女

性
会
員
の
一
人
は
「
自
衛
隊
を

応
援
す
る
た
め
に
、
見
え
る
形

で
手
助
け
が
で
き
る
の
は
う
れ

し
い
で
す
。
今
日
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
入
隊
希
望
者
と

共
に
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
火

を
楽
し
み
、
納
涼
祭
は
感
動
的

な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
自
衛
隊
家
族
会

会
員

小
澤

和
仁
）

グッズ販売で応援・八杉会長
（左から２人目）と役員

に
よ
る
講
演
や
意
見
交
換
会
も

例
年
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

事
に
お
い
て
会
勢
状
況
把
握
に

関
す
る
規
約
改
正
や
新
理
事
の

選
任
な
ど
、
今
後
の
運
営
に
必

要
な
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
空
自
幹
部
候
補
生

学
校
長
兼
奈
良
基
地
司
令
の
岡

本
秀
史
空
将
補
に
よ
る
「
わ
が

国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

と
航
空
自
衛
隊
の
方
向
性
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
新
の
話
題
を
交
え
た
講
演
は
、

参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
県
防
衛
協
会
の

前
田
武
会
長
を
は
じ
め
、
協
力

団
体
や
近
隣
各
部
隊
の
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
た
意
見
交
換
会

も
行
わ
れ
、
貴
重
な
交
流
深
化

の
機
会
と
し
て
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

地
域
募
集
事
務
所
の
紹
介
も

各
所
長
か
ら
行
わ
れ
、
会
員
に

身
近
な
内
容
が
提
供
さ
れ
た
こ

と
で
、
参
加
者
数
は
微
増
な
が

ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
会
員
に
と
っ
て
魅
力
的

な
総
会
内
容
の
策
定
に
努
め
て

い
く
考
え
で
す
。

（
奈
良
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

吉
川

和
博
）

第第
4488
回回
定定
期期
総総
会会
開開
催催
、、
奈奈
良良
市市
でで
開開
催催

参参
加加
機機
会会
拡拡
大大
とと
交交
流流
深深
化化
のの
取取
りり
組組
みみ

最新の話題を交えた有意義な講演

し
た
。
最
後
は
陸
・
海
・
空
の

自
衛
隊
行
進
曲
で
締
め
く
く
ら

れ
、
さ
す
が
自
衛
隊
音
楽
隊
の

迫
力
あ
る
演
奏
を
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。
家
族
会
は
公
演
に
先
立

ち
、
見
谷
副
会
長
、
津
田
越
前

地
区
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
が
伊
東
隊
長
を
表
敬
訪
問
し
、

来
県
へ
の
感
謝
と
今
後
の
活
躍

を
祈
念
し
て
激
励
し
ま
し
た
。

（
福
井
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

大
刀

一
朗
）

今
年
度
の
活
動
方
針
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
活
動

と
し
て
、
自
衛
隊
募
集
活
動
へ

の
参
加
協
力
や
艦
艇
出
国
・
帰

国
行
事
、
防
衛
講
演
会
へ
の
参

加
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
、
自

衛
隊
の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
活
動
方
針
と

し
て
は
、
内
部
体
制
の
充
実
や

神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会
と
の

連
携
強
化
が
示
さ
れ
、
会
の
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

横
浜
中
央
募
集
案
内
所
は

「
家
族
会
の
皆
さ
ん
に
は
毎
年

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

ご
理
解
・
ご
協
力
に
深
く
感
謝

し
て
い
る
。
今
後
も
連
携
を
密

に
し
、
よ
り
良
い
募
集
環
境
の

構
築
に
尽
力
す
る
」
と
述
べ
、

感
謝
と
今
後
の
協
力
強
化
へ
の

意
欲
を
表
明
し
ま
し
た
。

総会全景

自自
衛衛
隊隊
広広
報報
活活
動動
にに
家家
族族
会会
がが
協協
力力

火火
群群
れれ
まま
つつ
りり
でで
募募
集集
活活
動動
をを
支支
援援

稙 田
（大分県）

幟を立て支援する家族会会員

福井県

自自
衛衛
隊隊
音音
楽楽
隊隊

県県
内内
各各
地地
でで
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
開開
催催

家家
族族
会会
はは
隊隊
員員
激激
励励
とと
来来
場場
者者
とと
のの
ふふ
れれ
ああ
いい
活活
動動

元元
気気
ににしし

てて
いい
まま
すす
。。

７
月
23
日
、
大
分
県
自
衛
隊

家
族
会
（
廣
崎
千
都
志
会
長
）

は
、
別
府
地
区
隊
友
会
お
よ
び

別
府
市
自
衛
艦
入
港
歓
迎
協
議

会
と
と
も
に
、
別
府
国
際
観
光

港
に
入
港
し
た
護
衛
艦
「
あ
き

づ
き
（
艦
長
・
小
松
大
祐
２
等

海
佐
）
」
を
出
迎
え
ま
し
た
。

小
松
艦
長
は
前
神
奈
川
県
家
族

会
会
長
の
ご
子
息
で
あ
り
、
県

出
身
の
乗
員
へ
も
応
援
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
艦
内
と
搭
載
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
特
別
広
報
を
受
け
、

自
衛
艦
に
関
す
る
知
識
を
深
め

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
家
族
会
活
動
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
厳
し
い
募
集
環
境
が

続
く
中
で
広
報
活
動
は
佳
境
に

入
っ
て
お
り
、
今
回
の
訪
問
で

は
金
曜
日
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
対
象
者
に
カ
レ
ー
の
体

験
昼
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
公
開
は
24
日
の
み
で
し

た
が
、
約
１
６
０
０
人
が
訪
れ
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
今
回
の
広
報
活
動
が
入
隊

希
望
者
の
増
加
と
、
海
上
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
乗
員
は
、
４
月
に
事
故
で
殉

職
さ
れ
た
大
村
基
地
所
属
隊
員

護衛艦「あきづき」出迎え行事

の
同
僚
で
あ
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
ご
冥
福
と
今
後
の
安
全

飛
行
を
祈
念
し
ま
し
た
。

（
大
分
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

大
城

伸
吉
）

護護
衛衛
艦艦
「「
ああ
きき
づづ
きき
」」
特特
別別
広広
報報
をを
実実
施施

大大
分分
県県
家家
族族
会会
がが
出出
迎迎
ええ
、、
激激
励励
、、
応応
援援

大分県
入 間

（埼玉県）

基基
地地
納納
涼涼
祭祭
でで
のの
家家
族族
会会
のの
支支
援援
活活
動動

地地
本本
のの
広広
報報
活活
動動
をを
見見
ええ
るる
形形
でで
ササ
ポポ
ーー
トト

来場者への募集者アンケートの手助け

観覧席で一緒に花火観覧護衛艦「あきづき」入港記念撮影

７
月
26
日
か
ら
８
月
11
日
の
間
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
幕
を
閉
じ
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
高
谷
大
地
１
等
陸
尉
、
柔
道
の
新
添
左

季
２
等
陸
尉
、
近
代
五
種
の
佐
藤
大
宗
２
等
海
曹
は
そ
れ
ぞ
れ
銀
メ
ダ
ル
を

手
に
す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

パパ
リリ
２２
００
２２
４４
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
のの
戦戦
績績

体育学校での馬術訓練（防衛省Ｘ）
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